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温かい人間関係を 育む学級づくり 

一構成的グループ・ ェンヵゥ ンターを通して - 

浦添市立神謀小学校教諭 大 濱 裕子 

[ 要 約 ] 

この研究は、 構成的グループ・ ェ ンカウンタ一の 実践を通して、 温かい人間関係を 育む学級づくりを 行 う 

方法を探求しょうとするものであ る， 

ソシオ メトリック・テストやアンケートを 行い、 学級の実態を 把握することによって、 課題を探り、 構成 

的 グループ・ ェ ンカウンタ一の 実践を通して、 個人及び学級集団の 変容を促す計画を 立てた。 

その結果、 構成的グループ・ ェ ンカウンターが 、 温かい人間関係を 育む学級づくりに 有効であ ることが 確 

認 できた。 

    コ 学級経営 口人間関係 口 構成的グループ・ ェ ンカウンタ一 口教育相談 

1 テーマ設定の 理由 

教育の目標を「豊かな 人間性の育成」と 捉えると とと並行して、 人との関わり 方を体験を通して 学ば 

き ，精神的な条件整備という 面での学級経営におい せることによって、 学級の中に温かい 人間関係を育 

ては，一人ひとりの 自己実現の援助が 大きな目標に みたいと考え、 本 テーマを設定した。 

なると考える。 

児童にとって、 学級が「安心して 自己実現ができ Ⅱ 研究目標 

る 場所」になるためには、 教師と児童及び 児童相互 一人ひとりの 自己実現を援助する 温かい人間関係 

の間に温かい 人間関係が育まれていることが 必要で を育むために、 人間関係づくりの 能力を開発する 構 

あ ろう。 成約グループ・ ェ ンカウンターを 学級づくりの 中に 

かって 、 子ども達は、 兄弟との関わりや 地域の子 取り入れる方法を 研究する。 

ども集団での 遊び等の体験を 通して、 他人の心や体 

を 傷つけることを 言ったり、 やったりしてはいけな Ⅱ 研究仮説 

いことを学んだ " そして、 自分以外の人間との 関わ ] 基本仮説 

り 方も学んだ。 ソシオ メトリック・テストを 活用し、 学級の課題 

しかし、 最近、 他人との人間関係を づ くることが に応じた構成的グループ・ ェ ンカウンターを 計画的 

苦手で、 自分の欲求や 要求をうまく 自制したり、 表 に実践することにより、 温かい人間関係を 育む学級 

現したりすることができず、 不登校になってしまつ づくりができるであ ろ 自ノ @ 

たり、 自分と考えや 性格が合わない 者を排斥しょう 2 作業仮説 

としたり、 攻撃的な関わりをとることによって、 自 仮説な メトリック・テストとアンケートを「 " 一 " 一 "" ソシオ 

分の立場を守ろ う とする子ども 達が増えてきたよ う 実施し、 分析することにより、 学級内の人 

に 用、 ぅ 。 開関係の現状把握が 深まるであ ろう。 

そこで、 開発的教育相談の 一方法であ る構成的 グ 返執田 温かい人間関「 " 一 "-" 調査結果を考察することで、 

ループ・ ェ ンカウンターを 学級経営の中に 取り入れ   係を育む学級づくりの 課題が明らかになり、 

「 相 千の気持ちを 考えよう」と 言葉で語りかけるこ 支援の方向づけができるであ ろ つ 「 
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「 促謹雙 " 一 " 一 " 課題解決のために 有効なねらいを 持った横 腹 説山 構成的グループ・ ェ ンカウンタ一の「振り 

成竹グループ・ ェ ンカウンターを 学級の実 返りカード」を 活かして教育相談を 行 うこ 

態 に合わせてアレンジして、 計画的に行 う とにより、 個人及び学級集団に 好ましい 変 

ことにより、 個人及び学級集団に 好ましい 容を促すことができるであ ろう。 

変容を促すことができるであ ろう。 

W  研究内容 

]  学級経営と温かい 人間関係 

(1) 学級経営とは 

学級経営とは、 子供たちの学校生活を 充実させ、 教育指導を効果的に 行 う ための全ての 教育活動・ 教 

青竹配慮・条件整備等の 営みであ る。 学級を望ましい 生活集団・学習集団として 育成し、 児童の豊かな 

人間性育成の 実現を目指す 学級担任の日々の 実践が、 すなわち学級経営なのであ る。 

  学級経営の領域・ 内容 

(1) 基本的事項                       学級目標の設定、 子どもの実態把握 

学級経営計画の 作成、 学級の諸活動、 係 活動の組織 

学級経営の評価と 改善など。 

(2) 指導領域的事項・ ， ‥‥・学級における 教科、 道徳、 特別活動の効果的な 指導・運営 

日常生活の指導など。 

(3) 個 と集団指導的事項‥・ 集団内における 個の把握と援助、 教師と子供の 人間関係、 

学級 集 田作り、 生徒指導、 教育相談など。 

(4) 経営条件的事項               教室経営、 学級事務、 

学校・学年経営との 連携、 父母・地域との 連携など。 

(5) 重点的事項                       その学級で特に 力を入れて指導している 内容、 あ るいは 特 

色 のあ る活動など。 

(2) 学級経営における 温かい人間関係の 必要性 

『児童の理解と 指導』 ( 文部省 ) の最初のべ一 

、 ジ には、 「学校教育は、 一人一人の児童をして、 

その能力・適正、 興味・関心などに 即して、 

個人のもつ可能性を 最大限に伸長させるととも 

に、 発達段階に応じて、 自己実現を図ることの 

できる資質や 態度を育成することであ る」と書 

かれており、 さらに、 第 16 回中央教育審議会答 

申においても「ゆとりあ る学校生活で 子供たち 

の自己実現を 図ろ う 」 との方針が打ち 出されて 

いる。 

児童の自己実現を 援助するためには、 マスロ一の 

指摘する四つの 基本的欲求をまず 満たすことが 必要 

不可欠であ る。 

なぜなら、 これらの基本的欲求が 十分に満たされ 

ることによって 、 初めて、 自己実現欲求が 生まれる 

からであ る。 

従って、 学級経営の精神的な 条件整備という 面に 

おいては、 一人ひとりが 友達と協力し 合いながら、 

自分を発揮することが 認められ、 大事にされる、 支 

特約・受容的な 学級の雰囲気づくりが 大切であ り、 

そのためには、 教師と児童、 及び児童相互の 温かい 
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人間関係づくりが 必 、 要なのであ る・ 

本研究では、 温かい人間関係を 次のようにと 

らえて、 研究を進めて い くことにする。 

  ・ --  温かい人間関係                                     

! . お互いに尊重し 合い、 助け合う関係   
    

        お互いに相手を 肯定的に受け 入れる関係   
  

      ・対立があ っても、 建設的に解決できる 関係 
        ・個性を認め 合い、 正しい自己主張ができる 関係           

  

          ・安心して自分の 可能性を最大限に 発揮できる関係 @ 
  

2  温かい人間関係をつくる 教師の基本姿勢 

(1)  教師自身 

・自分の気持ちに 気づき、 それをあ りのままに認、 

め、 受け入れる。 

  喜びや感謝などの 肯定的な気持ちも、 悲しみや 

怒りなどの否定的な 気持ちも、 伝え合い、 分か 

ち合 う 。 

  一人ひとりの 子どもの存在の 重さ、 かけがえの 

なさ、 命の大切さを 実感し、 ひとりの人間とし 

て 尊重する。 

・人間の中にあ る「成長へと 向かう欲求 や力 」 を 

信頼する。 

  相手の世界をよく 知り、 共感的に感じ 取ること 

によって、 人間の内部にあ る「成長へと 向かう 

力 」を引き出す。 

  人間の否定的な 感情の中に潜んでいる 肯定的な 

欲求を探すことのできる 分析 力 ・洞察力を身に 

付ける。 

  子どもを見るとき、 良いところは 00 、 課題は 

00 と凡 て、 その課題解決のために 必要な支援 

をイす       

  学習と体験に 基づいた自分なりの 哲学を持ち、 

必要なときには、 きち ノ v と自己主張していく。 

  自分の気持ちや 考え方をはっきり 相手に伝える 

と共に、 相手の気持ちや 考え方も理解し、 受容 

するように努める ， 

・叱るだけでない 厳しさと げ やかすだけでな い 優 

しさの両方を 併せ持っ「 

一 3 一   

(2) 児童に対して 

・ねらいを明確に 持って、 体験学習を行い、 体 

験を通して学ぼせる。 

  児童が、 自己について 学び、 人間について 学ぶ 

場を用意する。 

，児童が、 人間関係の持ち 方を学ぶ場を 用意する， 

・授業を通して、 児童が向かい 合い、 話し合い、 

一緒に学び合 う 機会をできるだけ 多くっくる " 

・児童がルールの 必要性を理解し、 ルール作りに 

参力 Ⅱ し、 自ら守ろ う とするように 援助ずる " 

・一人ひとりに 違いがあ る事を認め、 違いがあ る 

もの同士が協力し 合って生きていくことの 素晴 

らしさを教える。 

  日常生活の様々な 場面や教育相談を 通して、 児 

童の自己実現を 援助する。 

3  人間関係づくりの 体験学習 

丁 構成的プルーフ・ ェ ンカウンタ一山 

(1) 開発的教育相談と 構成的カレ』 プ ・武功ウンター 

開発的教育相談とは、 全ての子ども 達を対象 

とした教育相談であ り、 全ての子ども 達が、 よ 

り良い人格の 形成を目指し、 健全な生活ができ 

る よ う に、 学校生活におけるいろいろな 場面で、 

積極的に指導・ 援助する教育相談であ る。 

今、 この開発的教育相談が 重要視される 背景 

には、 不登校・いじめなどという 子供の深刻な 

問題があ るということや、 新しい 字フ n 観のい う 

個性を伸ばすこと、 子供のよさを 詔、 め 励まずこ 

み 



となどと通じるものがあ り、 さらには、 中央教 

育審議会答申のいう「生きる 力 」を育むことに 

もつながるからであ る。 

開発的教育相談におけるバループを 活用した 

カウンセリングの 一方法として、 構成的グルー 

プ，エンカウンターがあ る。 

(2) 構成的グループ・エンカウンターとは 

構成的グループ・ ェ ンカウンターは、 「人間 

関係づくりの 体験学習」ともいわれており、 各 

極めエ クササイズを 遂行しながら、 心と心のふ 

れあ い を深め、 人と人との温かい 人間関係のも 

ち方を学習することによって、 お互いを知り 合 

ぅと 共に、 自己の成長を 図ることをねらいとし 

ている。 

構成的グループ・ ェ ンカウンタ一には、 「 ェ 

クサ サイズ」と「シェアリン 外 という二本の 

柱 があ る。 

「エクササイズ」とは、 教師の考えるねら ぃ 

を 達成するために 用意 さオ した課題のことであ る。 

ねらいを達成する 為に、 折衷的にカウンセリン 

グの諸理論が 使われていて、 ねらいがどの 程度 

達成されているかも 知ることができる。 

「シェアリンバ」とは、 分かち合いや 振り返 

りのことで、 エクササイズを 振り返ることによ 

って、 そこでの 気 づきや感情を 明確化し、 ねら 

いを定着させる 働きを持っている。 一方では、 

エクササイズでの 一人の生徒の 気づきや感情を 

全員が共有する 働きもあ る， 

(3) 構成的グループ・ ェ ンカクンターへの 期待 

・子どもの自己実現を 援助するために、 教師がね 

らいを明確に 持って行うことにより、 子どもが 

体験を通して 自ら学んでいくようになる。 

  集団との関わりの 中で、 一人ひとりを 育ててい 

くことができる   

， 思いやりや気配りや 自己主張能力を 育み、 不登 

校やいじめの 発生しにくい 学級づくりに 役立っ。 

・集団のなかで、 自分を表現し、 他 との関係をつ 

くっていくというコミュニゲーション 能力を高 

めるのに役立っ「 

  生きる力、 問題を解決する 力の基礎となる、 温 

かい人間関係づくりに 役立つ。 

  自他の感情に 気づき、 「かんなちがってかんない 

い」と心から 受容できるようになる。 

・自己に対して、 肯定 由 りな感情・評価を 持っように 

なる。 

・エクササイズの 指示を通して、 教師の自己主張 能 

力 を高める。 

V  指導の実妹 

Ⅰ 題材 名 仲間っていいな 

2  指導目標 

構成的グループ・ ェ ンカウンタ一の 体験を通し 

て 、 より多くの友達と 声をかけ合い、 ふれあ ぅこ 

とによって、 学級の中に温かい 人間関係を育む。 

3  題材について 

(1)  題材 観 

三年生は、 発達段階的に 見て、 「依存」に 

比重のかかる 年齢の最後の 時期であ る。 「依 

存」することで 充電して、 「自立」への 準備を行 

っているのであ る。 社会性の発達においては、 

自己中心性を 持ちつつも、 他者や外界に 心が開 

くようになる 段階であ り、 他者との交わりに 若 

干の不安を持ちっ っ も、 たくさんの友達がほし 

い時期だと言われている。 

一方、 教育相談の専門家に ょ れば、 不登校 

やいじめの問題は、 仲間との関わり 方を身につ 

けていないことに 由来していることが 多いとの 

ことであ る " 

以上のことから、 この発達段階の 子ども達 

に 、 人との関わり 方を学ばせていくことは、 と 

ても重要な課題であ ると考える。 また、 本学級 

の 実態を見ても、 意識的に仲間との 関わりをつ 

くっていくことの 必要性を感じる。 

この課題を解決するため、 楽しい雰囲気の 

中で、 「自己理解」や「他者理解」「信頼体験」 

等のねらいを 持ち、 遊びの要素を 含んだ、 構成 

的グループ・ユンカウンタ 一の エ クササイズを 

体験することを 通して、 仲間と関わることの 喜 

びを味わわせ、 本研究テーマであ る「温かい人 

間関係を育む 学級づくり」に 迫りたいと考え、 
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本題材「仲間っていいな」を 設定した」 

(2) 友人関係の実態調査 

(3) 温かい人間関係づくりの 課題 

・ 諫 瀬下孤立した 児童への人間関係づくりの 支 
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援 

・ 一 課題 "-" " 一 "-" 一 "- 2i  人 との関わり方を 学ばせ、 学級内の人 

開関係の輪を 広げていく申で、 男女 問 

の溝も / 」、 さくしていく。   
課題 -" 一 "-3l 3l 誰でも気軽に -  自分の把 、 いが話せるよっ 。 ， ・ " 一 " 一 " コ 

に 、 受容的雰囲気を 作る。 

(4) 課題解決のための 実践方法 

上記の課題を 解決するのに、 有効なねら ぃ を 

持った構成的グループ・ ェ ンカウンタ一の 演習 

を 選び、 学級の実態に 合わせてアレンジ し、 計 

面的に実践するとともに 教育相談を行 う " 

期間 一 1 9 9 8 年 5 月～ 7 月 

対象 一 小学校 3 年生 2 9 名 現 16 名 女 13% 

回数一 6 回 各 4 5 分 

効果の測定 一 ソシ オ メトリック・テスト、 

アンケート、 名国ごと凍り 返りカード 

(5)  支援目標 

* 孤立した児童に 、 人との関わり 方の学びの 支 

援 をする。 

木男女が混ざった 形に集団の輪が 広がっていく 

とうに支援する。 

ネ 誰でも気軽に 話せるような 受容的雰囲気づく 

りができるように 支援する。 

水 一人ひとりの 個性を尊重し、 肯定的な評価を 

7 「 ぅ ことによって、 自尊感情が高まるよ う に 

支援する。 

仲 間 っ て い い な 

ねら ぃ : 信頼体験 

第 聖 一人ではできないことも 何人かで協力すればできる、 ということを 体験しながら 新しい人間 

関係をつくる。 

一 な悪 

内 容 

時 人 ・ 4 人バループを 作る ， 

一 5 一 
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  Ⅰ つめ グルーブが双に 出て 、 1 っの 単語の帝を一人ひとりが 一昔ずっ分担し、 一斉に言 う 。   

  それを聞いて、 他のグループが 何の言葉か当てる。 

・言う役と聞く 役を交代して 行 う     

・振り返りカードを 書く。 

  今、 思っていることを 発表する。 

結 果 

課題 1, 2 を解決するため、 ツシオ メトリック・テストを 基にして編成したグループで 行っ 

た 。 一人で は できないこともグループで 協力すればできるという 体験を楽しみながら、 和気 

あ いあ いと活動していた。 周辺児や孤立 児 としてあ がっていた子ども 達もグループの 中で生 

き 生きと活動していたので、 ねらいは達成できたと 思 う 。 ただ、 P 男は、 教師に報告しに 行 

く 役を他の人に 代わらず、 独り占めしょうとして 他の班員ともめていたため、 教師が「報告 

する役は 、 ど う ずる約束だった 9 」とルールの 確認をずる 声 かけを行い、 自分の行動を 振り 

返らせる支援を 行った。 

ゲん そつ 

。 芯お江 ミ鋒 ぇ おに 毛与 毛ニ ニそ 、 署 。 
ヒ ク子くこ乙です ，   

こらしてもたのしテントⅠ 士 。 
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内 容 

  5 人バループを 作る。 

，各町、 工夫して全員で 一つの 

・最後の人が 椅子にのってから 

出して数えるし 

  3 0 秒後に、 全員が椅子の 1- 

態でいられた 班は合格となる 

  振り返りカードを 書 く「 

  今、 思っていることを 発表す 

椅子にのる。 

、 3 0 秒間、 声を 

  ほ の づ たままの 状 

る 
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結 果 

「チームワークを 発揮して、 がっしりとした ガ ジュマルを作ろ う 。 」をねらいに 掲げ、 我 

が 枝の校木でもあ る ガ ジュマル作りのため、 子ども 達は 意欲的に活動していた。 最初は 、 男 

女が一緒に椅子にのることを 嫌がっていた 子ども達も夢中になってくると、 必死で引っ張り 

合い支え合うというほほえましい 場面がたくさん 見られた。 心が一つになると 成功するとい 

ぅ 実感と、 男女が仲良く 行動することの 楽しさが、 子ども達の表情や 振り返りカードなどか 

らも読み取れた " この日の振り 返りカードに 書かれた学級や 友達のイメージは、 肯定的な イ 

メージを書いている 子がほとんどであ った。 

  

                                                                                                                                                                                                        が         
2. あ ぜ 仁ド ． お ・ 几 だわ ヒ Ⅱ o.J くドさ 4 し 屋が ?       

レね : い -  %   

  

，， " 、 （ 棲一 。 ・： Lr り Ⅰよく「やりⅠ・ く托ユし 六が ム ) ) ヒ ム                 

  @  こ升、 て 

4. - ハワク人は・ ビ んれフナ ス て丁 ゥ、 ? 
  

  Ⅰ Ⅰ ' 」 ¥ て 
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""" 三 ; 
くし   

          心 仏 
    。 百も ・ 万 Jt よは T% Ⅱ。 ，セす - 

な， てや， く 0 ， 7.  て、 ( ガ， : で 

  
2 目 Q ;""' 。 """' 一   "   

  力 ; モ了 ・ 古 

仁 。 :; ち い う、 に ・ ヰ，しリーの v 、 ろ   

して ，   "   聴塞 甲 ， 一 Ⅰ した、 ・ 7  .   
ねら ぃ : 他者理解 課題 3 の解決 

相手を不愉快にする 話の聞き方を 体験し、 自分を振り返る。 上手な聞き方をされる 気持ちの 

良さを体験し、 自分の行動のめあ てを持っ。 

内 容 

  失礼で下手な 聞き方で友達と 話を聞き合い、 感想、 を話し合う。 

  相手がうれしくなる 話の聞き方を 考え、 練習してみる " 

  2 つの聞き方を 比べて感想を 話し合い、 上手な話の聞き 方のルールを 確認する。 

  友達と聞き方をチェック し 合 う 。 

  振り返りカードを 書く " 

  今、 思っていることを 発表し合う ， 

結 果 

学級生活の様々な 場面で、 「人の話が聞けない」 「発表者に文句を 言う」というところが 

見られ、 とても気になっていた。 グラフ 1 のアンケート 6 の結果もこのような 実状に起因し 

ている所が大きいように は、 う ，そこで、 -- 人 ひとりが実際に 下手な聞き方で 話を聞いてもら 

った時の気持ちと、 上手な聞き方で 話を聞いてもらった 時の気持ちを 体験することによっ 

一 7 一 Z 
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て 、 これからの自分の 行動のめあ てを持たせた。 上手な話の聞き 方のルールは、 教室に掲示 

するとともに 同語の教科書にも 貼り付け、 常に、 相手を受容する 気持ちで話を 聞くというこ 

とを意識させるよさにした。 男子は、 下手な聞き方の 時は特に張り 切り、 楽しみながら 伸び 

伸びと活動していた」活動後に 行った 、 話している時の 気持ちの振り 返りで出た子ども 達の 

発表からは、 「下手な聞き 方をされるととても 嫌な気持ちになるが、 上手な聞き方をされる 

と 嬉しくてもっと 話したくなる。 」ということが、 どの子にも実感として 捉えられた様子が 

伺えた。 

 
 

  

 
 

 
 

ねら ぃ : 自己理解 他者理解 課題 3 の解決 

どんな人になりたいかという 自分の願いとこれからの 行動のめあ てを持っ。 

友達の願いを 知る。 

内 容 

・自分はどんな 人間になりたいか 考え、 4 つの部屋の中で 一番近い所を 選んで移動する。 

  同じ部屋の人達とインタビュー し 合 う 。 

  どんな人と友達になりたいか、 選んで移動する。 

・現在の自分自身を 振り返って 、 近いなと 思、 ぅ 部屋に移動する。 

・自分のことや 友達のことで 気づいたことを 話し合う。 

、 振り返りカードを 書く。 

結 果 

同じ願いを持った 子どもど う しで話し合ったり、 みんなに自分の 思いを発表したり、 友達 

の 願いを聞いたりする 中で、 子ども達は社会的欲求を 満足させていた。 しかし、 4 つの部屋 

に 限定されているため 自分の願いと 合わず、 新しい部屋を 要求してくる 子もいたので、 も デ 

少し内容についての 検討を行 3 兆、 要があ る」導入段階で 第 3 時の振り返りを 行い、 上手な話 

の 聞き方のルールを 確認したにもかかわらず、 友達の発表のじやまをする 子がいたので、 そ 

の場でルール 違反を指摘し、 後で個人的に 話し合いを持った       
  力、       一 "  丁丁 こ   

娃斗 ' ど う た - 、     @  l   L 
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内 容 

・鬼を決める。 

・ 鬼 以外の児童は、 お助けカードを 持って 

逃げる。 

  鬼に タッチされて 凍ったら、 手を挙げて 

助けを呼ぶ ， 

  助けるときは、 お助けカードを 渡す。 

  ベルの合図で 終了し、 自分の持っている 

カードの枚数を 数える。 

  

・教師の評価を 聞く。 

・目を っ ぶり、 自分の鼓動を 感じ取り、 感じたことを 発表する。 

・振り返りカードを 書く。 

  今、 居、 っていることを 発表し合い、 気持ちを分かち 合 う 。 

結 果 

数日前の体育の 時間に、 1 0 分間、 担任と私も 

加わり 「水鬼」をしたところ、 子ども達は終了の 

ベルが鳴っても 続けることを 要求し 、 次の時間の 

開始 5 分前まで行った。 その時の子ども 達の反応 

から、 要求を少し高くしても 大丈夫だと判断し 、 

「タッチして 助ける」 づ 「カードを渡して 助ける」、 

「捕まったら、 そのままの状態で 静止」 づ 「その 

場を動かずに、 手を挙げて助けを 呼ぶ」、 「男子 

は 女子を、 女子は男子を 助ける」 づ 「男子は手持 

ちのピンクのカードを、 女子は水色のカードをな 

るべく少なくずる」、 「助けてもらったお 礼を言 

ってカードを 返す」とルールを 変更した。 
  

  子ども達は 、 助けたり助けられたりの 関係を楽 

しみ、 友達との交流の 輪を広げながら、 楽しく活 

動していた。 また、 振り返りの時には、 全員が自 

分の思いを発表することができた " 振り返りの発 

表の中で、 気になる発表をした 子については、 後 

日、 教育相談を行い、 現在、 担任が見守っている ， 

教師の指示、 支援の仕方や 話の聞かぜ方などが、 

  課題として残った 授業であ った ， 
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沸 ， 迂 t) ウま 72%  七 r で ;l 丁Ⅵ・ て ， 了 0   

ド ，イ / よ ・ ま 和方 亡げク 六ま /, 左 。 
， 「 ケ ' こ尺 げは、 英田ア をだ苧 げまⅠ / 

ねらい : 自己理解・他者理解・ 自己受容 課題 1, 2, 3 の解決 

自分や友達の 良さを見つけて 伝えてあ げる。 

友達が見つけてくれた 自分の良さを 知り、 受け入れられることの 喜びを味わう " 

内 容 

・自分の 

・友達の 

・かんな 

・もらっ 

気持ち 

・みんな 

いいところを 見つけて 

いいところを 見つけて 

からもらったメッセ 一 

たメッセージを 台紙に 

を書く " 

のものを掲示して、 お 

メッセージを 書く。 
  

、 メッセージを 書く。 

、 ジを 読む。 

貼り、 今の自分の 

互いに 読み合 う 。 

結 果 

子ども達は 、 照れながら、 自分のいいところ、 頑張っているところを 見つめ、 自分自身に 

対するメッセージを 書いた。 そして、 班の人のいいところを 見つけ、 メッセージを 書いて 手 

渡した，その 後、 余分に用意してあ った紙を取って 、 誰にでも自由に 書いてよいというと、 

喜んでたくさんの 人にメッセージを 書き、 給食準備時間になっても、 なかなか手を 止めなか 

つた 」教師に何度かせかされて、 やっと給食当番が 重い腰を上げるという 状態だった子ども 
達 」 

  

友達からもらったメッセージを 読んでいるときの 子ども達の笑顔は、 とてもずてきだっ 

た ，クラスのみんなに 出すと言って 張り切ってメッセージを 書いている子、 男子から女子 

へ、 女子から男子へのメッセージ、 「優しいところをもっとかんなに 見せてあ げて」等のや 

んわりとした 要求、 いじわるしたことを 謝る言葉等、 微笑ましい場面がたくさん 見られた「 

教師のところにもメッセージが 届いたときに は、 期せずして、 メッセージを 受け取る子ど   

もの嬉しさに 心から共感することができた」 自分がもらったメッセージを 大切そうに台紙に 

貼っている子ども 達の姿や「今の 気持ち」の欄に 書かれた言葉からは、 承認欲求が満たされ 

た 満足感が伺えた。 

また、 一人ひとりに 届けられたメッセージを 読んでいると、 子ども達の優しさが 伝わり、 

子ども達への「温かい 心 」が湧き出てきたことを 考えると、 教師の成長にとっても 大切なも 

のであ ったと 思 のノ - 

10 一丁 0--- 
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5  公開検証授業 

(1)  目標 

感謝する気持ちや 助け合いの気持ちを 培 う " 

友達との交流の 輪を広げ、 楽しく活動させる " 

(2)  授業仮説 

遊びの要素が 多く 、 動きのあ る エ クサ ケ イズ「こおりおに」を 通して、 20 多くの友達と 声をかけ 合 

い、 ふれあ ぅ ことによって、 学級内の人間関係をより 深めることができるであ ろう。 

(3) 授業の展開 

過程 

道 Ⅰ 

入 
お 

ム打 

  

場面 

ウオーミン 

ク，アッフ   

ェク 柑ィ 

ス 。 の 

説明 

  

児童の活動 

    じゃんけん列車」の ゲ 

一ムをする。 

  今ト l の学習のめあ てを 知 

る 。 

・学習㏄流れを 知る ，   

① 1 回戦目 の 「こおりお 

教師の活動と 主な発問 

  ウォーミングアップをさせ 

る 
「準備運動で、 じゃんけん列車 
をします。 途中で脱線しない 
とうに、 しっかりつながって 

いてくださいね。 」 

・キロの学習のめあ てを知ら 

せる。 
「今日の学習のめあ ては、 ず つ   

んでたくさんの 友だちを助け 
ようです " 」 

・学習の流れを 説明する，   

① 1 回戦目の「こおりおに」 

主な支援と留意点 

・リラックスした 雰囲気作り 

をする， 
ホ 孤立 児 、 周辺児への配慮を 

づ - る 「 

・児童がのりやすいように 昔 

楽を準備し、 明るいト一 ン 

で 接する。 

・筆記用具とお 助けカード 
は 、 班 ごとにかごに 入れて 

おく，   

・ルールをしっかり 開かせ 

一 ⅠⅠ 一 11 
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に 」をする。 
・ お 助けカードを 持って 、 

元気に逃げ回る " 

  鬼に タッチされて 凍った 
ら、 手を挙げて助けを 呼 

ぶ 。 

  助けるときは、 凍って い 

る 人にへ 「はい」と言 っ 

て 、 お助けカードを 渡 

ず 。 ( 男子には水色、 女 
子にはピンクを 渡す。 ) 

②ベルの合図で 終了して集 
合する。 

  カードの枚数を 数える。 

る
 

レ
 

て
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持
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の
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分
ら
 

自
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で
を
 

手
数
 

挙
枚
 ・教師の評価を 聞く。 

・助けてくれた 人に、 お礼 
を言って、 カードを返 

す。 
③ 2 回戦をする。 

④ベルの仝図で 終了して集 

合する。 
・カードの枚数を 数える。 
・挙手をして 枚数を知らせ 

る。 
・お礼を言ってカードを 返 

す。 

  筆箱 を持って集合する。 

をさせる， 
・ 1 ゲーム 5 分程度とする。 

( 様子を見て増減する ) 

・鬼は男女混合の 7 名程度と 
する。 

( 様子を見て増減する ) 

・鬼は赤帽子をかぶる。 

② 1 回戦目を終了して、 集合 
させる。 

・カードの枚数を 数えさせ 

る。 
・挙手で枚数の 確認をする。 

・カードの枚数を 基にして   

評価をする。 
「 1 0 枚より少なかった 人 

は、 たくさんの友達を 助けて 
あ げたんだね。 お助けマン 
だ ! 」 

「 1 0 枚より多かった 人 。 み 

んなの親切を 多く受け取るこ 
とができたんだね。 よかった 

ら
 

わ
 

変
 

@
 

ま
 

あ
 

 
 カ

 
数
 

枚
 

と
 

」
 初
 

ね
 。
 最
 
「
 

なかった 人 。 上手に逃げるこ 
とができたのかな " それとも 

友達も助けたし、 みんなの親 
切も同じだけ 受けることがで 
きたのかな。 これも両方の 気 

持ちを味わうことができて、 
とってもいい 経験をしました 
ね。 」 

，助けてくれた 人にカードを 
返させる。 

③ 2 回戦を開始する " 
「 2 回戦はちょっとレベルア 

ップ して、 め あ てを 2 ついい 

ます。 
1 っは 、 なるべく多くのカー 

ドを渡すこと。 
2 つめは、 男子はピンクのカ 
ードをなるべく 少なくするこ 

と 。 女子は水色のカードをな 

るべく少なくすることです " 

④ 2 回戦を終了して 集合させ 
る。 

・助けてくれた 人にカードを 
返して集合させる。 

  「では、 助けてもらった 人 

に、 しっかりとお 礼を言って 
  カードを返してください。 そ   

る 
ホ男女の関わりや、 普段あ ま 

り 親しくない子との 関わり 

ができるよ う に支援する " 

求 孤立 児 、 周辺 児が 、 たくさ 

んお助けカードを 使えるよ 
う に支援する。 

ホ 一人ひとりの 個性を尊重 
し、 肯定的な評価を 行うこ 
とによって、 自尊感情が高 
まるように支援する。 

・感謝の気持ちを 言葉や態度 
で表現できるよ う にさせ 
る。 

ホ 1 回戦目は 、 逃げ回るだけ 

だった子も積極的に 助げに 
いけるよ う に支援する。 
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目 をつぶり、 自 

を 感じ取り、 感 
を 発表する。 

 
 

一
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振り返りカードを 書く   

  「こおりおに」をやっ 

て 、 感じたこと、 考えた 
ことを発表し 合い、 気持 
ちを分かち合 う 。 

  
の
楽
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達
 

価
 

成
文
 

評
 

木
木
 

 
 4

 

 
 

 
 

児
た
 

⑧
 

  
をつぶり、 自分の鼓動を 
じさせ、 感じたことを 発 

させる。 
をつぶって ! . . . 自分 

を 手首や首、 胸などに 当 

心臓の音をしばらく 聞い 
てください。 」 

んな感じがした ? 」 

んな素敵なことを 感じて 
すね。 」 

り 返りカードを 配り、 書 

せる。 
り 返りカードに 書いたこ 

を発表させる。 

童の活動や発表から 感 

ことを話す。 
じ
 

持
く
 

気
し
 

ちを培 う ことができた 

活動させることができ 

(5) 検証授業の反省授業後の 話し創の言 改珪 よ の 

  男女が積極的に 助け合っている 場面や、 友達 

と楽しく交流している 場面が見られたので、 

ねらいはかなり 達成されたよ う に は、 ぅ 。 

  感謝する気持ちや 助け合う気持ちを 培 う 面で、 

お助けカードの 使用はよかった " 

， 振り返りの発表を 全員にさせたのはよかった。 

・レク的なものは、 のせるのが難しいが、 子供 

たちがよくのって 動いていた。 

  暑い体育館という 難しい環境の 中での、 動と 

静を取り入れた 授業であ ったにもかかわらず 

子供たちはよくがんばっていた。 

  聞く態度ができていて、 ルールの把握がもっ 

ときちんとできていたら、 授業がもっと 深ま 

ったと思 う 。 ルールを紙に 書いて 貼 ったり、 

簡単にしたりすること 等も考えた方がよい。 

・場に応じた 適切な発問、 指示、 支援の 力 をつ 

けた い 。 

            

・一人ひとりの 感じ方や思 
い、 気持ちを分かち 合 う こ 

とによって、 感情の相互交 
流を図る。 

ホ 受容的な雰囲気を 作り、 誰 
でも気軽に話せるよ う に支 

援する。 

力
 
、
 。
 
穴
 
・
 
力
 
@
 し
 

    

  今日の実践で 新しく見えた 課題は、 各教科、 道徳、 

特 活 、 教育相談等、 日常生活のいろいろな 場面を 

通してフォロ ー していきたい。 

・エクササイズに 時間がかかるものは、 不消化のま 

ま切り上げると 振り返りがうまくいかないので、 

エクササイズと 振り返りを分けて、 帰りの会など 

で 行うこともあ る。 

  子供の目の高さにしやがめ、 スキンシップをする、 

学習がスムーズに 進むように細かい 配慮をしてい 

るという面から、 子供に対する 愛情が感じられる。 

  人間関係をよくしていくことをべ ー スにして、 そ 

の下地ができた 段階で特 活 が始まるのが 効果的で 

あ る。 次の段階では、 スボーツ大会や 多学年との 

交流会等が考えられる。 

・人命尊重と 親への尊敬という 面からも性教育の 大 

切 さを感じる。 

  孤立 児 にいい意味で 目を向けさせ る 方法も工夫す 

る必要があ る。 
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Ⅵ 実践の検証 

1  学級全体の変容について 

  孤立児の解決                                                                   課題 t の解決へ 

  抜選択 数 、 地位指数総和の 増加                                   課題 2 の解決へ 

  周辺 児 (7J 減少 --                                                               課題 2 の解決へ 

  相互選択の増加                                                               課題 2 の解決へ 

  友達に気軽に 話せる子の埋 加                                         課題 3 の解決へ 

・新たな孤立児の 出現                                                       今後の課題 

  学級の雰囲気を 否定的に受け 取っている 子             今後の課題 
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アンケート調査結果 グラブ l 

2. あ なたのクラス は 男女 件 a しですか， 

            Ⅰミ月   1 

そうもすつなⅠ       とてもくう 田 う 
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の
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ス
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と
 

 
 

lQ5 ， """ 一 ・， " 一 川 片 " ! 

f う名わ り l       とてもそうⅠ う 

  

  
Ⅱ サ 

    あ なたのクラスの 人たちはみんなあ なた 

にⅠ切ですか     

    
    あ なたはクラスの 五 % になんでも五色 に 

括せます；       

[ 図 ど 
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目
 

いる。 第 1 回ソシ オ メトリック・テストでは、 男子全員 

が 嫌と 答えていた女子 3 人を合わせると、 何と 20 

人から排斥を 受けていたが、 第 2 回ソシ オ メトリック 

・テストでは 8 人に減っている。 授業の際も、 たま 

に注意されることはあ ったが、 とてもいい表情で 参 

加している姿がたくさん 見られた。 

第 6 次の「いいところ 見つけた」では、 一生懸命 特 

に メッセージを 書き、 たくさんのメッセージをもらって 
      P 世 ， へ 

とても嬉しそうであ った。 p,       , 。 、 。 " 。 へ     % ま 
4 月当初に比べると 友達とのかかわり 方がずいぶん   よリ 

よくなってきているが、 まだ、 自分のわがままを 押さ 

えきれない面や、 自分と気が合わない 子に対しては 

乱暴な行動をとる 面、 感情の起伏が 激しい面等が   
時々見られる。 担任が家庭と 連携を取りながら、 イ "   " 
温かく見守っている。     々  、 メ 、 、 卍 のさ 、 トに q Ⅱ b 1% ち 、 ， 0% て r       

  

N 女について N 女の社会的原子 図 

地位指数が 0 ・ 254  (-0.018 つ 0.236)  ポイント上昇 " 
地位指数 (Isss)  ,  ,0 ． 018 

第 1 回 ツシオ メトリック・テストでは、 誰からも選択が 

なく、 一人から排斥を 受けていたので、 とても気に 
℡ 

地位指数 (Isss) ,  0 ． 236 なる存在であ ったが、 第 22 回ソシ オ メトリック・テス l 

では、 E 女 ・ L 女 と相互選択の 関係ができた。 学級 
甲｜ 

や
 
・
 の 雰囲気になれ、 自分らしさを 発揮でき る よ ぅ ｜ @@                                         
  

  

なったことと、 放課後の部活に 入り、 友人関係が """                   叶 。 

                        ㎡・         

広がったことも 大きく影響しているように   田、 われる           

  

振り返りカードにも 素直に自分の 思いを書 き、 ⑮ 上 ㊤ ， 

皆の前で発表していた " 
～ W 曲 ‥ ヰ巨 M  … 4 冊 択 … づ Ⅱ 

 
 
せ
 

J. イトのさ 下 らとか まユ しょう ， 
(* ‥ :9> キ くし ヰ   ・ ハ 3 年・ 坤 けし *¥ 六 - とわったこと 与ビ ) 

  二た   

  ら ・       づ t 。 。 
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W  研究の成果と 課題 

Ⅰ 研究の成果 

温かい人間関係を 育む学級づくりに、 構成的 グ   

ループ・ ェ ンカウンタ一の 実践が有効であ ること 

がわかった。 

[ 仮説 1 ほ ついて ] 

  ソンオメトリック・テストを 活用した客観的な 

実態把捉により 児童理解が深まった。 

  ソシ オ メトリック・テストを 再度実施し比較 分 

析な 行 う ことは、 児童の変容を 捉えるのに有効 

であ る。 

[ 仮説 2 について ] 

  ソシオ メトリック・テストの 結果を分析し、 学 

級の課題を明確にすることにより、 具体的な指 

導 ・支援の方法を 考えることができた ， 

[ 仮説 3 について ] 

・課題の解決をねらいとした 構成的グループ ， ェ 

ンカウンタ一の 実践を通して、 個人・学級集団 

に好ましい変容を 促すことができた。 

[ 仮説 4 について ] 

  振り返りカードを 活かして、 教育相談を行うこ 

とにより、 個人・学級集団に 好ましい変容を 促 

すことができた。 

(  その他 ] 

  「振り返り」での 自分の思いの 発表を全員が 重 

ねる事により、 自分に自信がつき、 自己実現欲 

求も満たされたように 思 う 。 

2 今後の課題 

・開発的教育相談を 中心に据えた、 学級経営年間 

計画の作成」 

  構成的グループ・ ェ ンカウンターを 教育課程と 

の関連の仲で 実践するための 方法の研究。 

  学年全体の人間関係づくりをねらいとした 構成 

的 グルーブ・ ェ ンカウンタ一の 研究。 

  的確な状況判断力と 的確な指示・ 支援を行 う た 

めの学習。 

  学校教育相談や 心理教育についての 学習 " 

  様々な体験や 学習を通して、 人間性を深め、 自 

分なりのしっかりとした 教育哲学を持つ。 

おわりに 

この 6 ケ 月間、 とても有意義な 時間を過ごさせて 

いただき、 本当にあ りがと う ございました「研究所 

で のたくさんの 収穫を今後の 教育実践に役立ててい 

こ うと 思います， 

研究を進めるに 当たり、 懇切丁寧にご 指導下さり   

いつも温かく 見守って下さいました 新城所長はじめ 

研究所所員の 皆様に深く感謝申し 上げます。 そして、 

研究の機会を 与えて下さいました 神 森 山 校長畳 里優 

先生、 浦添市教育委員会及び 関係機関の皆様、 並び 

に励ましの言葉をかけて 下さった 神森 小及び同期研 

究員の諸先生方に 厚く御礼申し 上げます。 

最後になりましたが、 現場での子ども 達への教育 

実践を通して、 御協力頂きました 仲村彩子先生に 心 

から御礼申し 上げます " 
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